
ローカル5Gを活用した画像解析・見回りロボットによる大規模高品質和牛肥育体系の
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うち実証頭数：肥育牛 3,021 頭、繁殖牛 71 頭

経 営 概 要

（有）うしの中山ほか（鹿児島県鹿屋市ほか）実証成果

実証課題名

①IPカメラによる動態解析・監視、②見回りロボット、③分娩室モニタリングシステム、
④肥育牛個体管理システム、⑤事務処理のRPA化・畜産DX

導入技術

●緊急出荷牛・死亡牛30％削減　●素牛導入・出荷作業時間36％削減目　　標

問い合わせ先 （株）ロボネットコミュニケーションズ（Email：r_manabe@robonet-c.jp）

●PTZ可能なカメラからのライブ動画を2台同時視聴できた。
●「メガネ型表示装置」（右図）の着用によりロボットの位置を確認し
ながら他の事務作業もできることが分かった。

●畜産に係る事務作
業のDX化により、
事務処理を集約。

●出荷牛1頭あたりの
素牛導入・出荷作業
時間を28.6％削減
できた。

目標に対する達成状況

見回りロボット 肥育牛個体管理システム・事務処理のRPA化（畜産DX）

●牛舎向けカメラとAI
による肥育牛の観
察強化を実施した
ことで、緊急出荷牛
および死亡牛を約
38％削減できた。

●分娩監視システムを使っ
た遠隔夜間分娩監視作業
により、分娩死亡事故率
（母牛）は慣行区（昨年度）
に比べて実証区で約21％
削減できた。

牛舎向けカメラAI監視システム 分娩監視システム

1

導入技術の効果2

事業終了後の普及のための取組3
〇事業取組紹介動画（https://www.youtube.com/watch?v=qZMwTIzKHKM､https://www.youtube.com/watch？v＝
CXiJLPcXdqI）を（有）うしの中山のホームページで公開。

〇地域のセミナー、講義等で本事業の取り組みや成果の紹介。
〇うしの中山大隅ファームの慣行区に牛舎監視システムを拡張させた後、県内のメガファームへの横展開を目指す。

〇牛舎向けカメラとAIによる観察強化により、緊急出荷牛および死亡牛を38％削減。
〇夜間分娩の遠隔監視の導入により、分娩死亡事故率（母牛）を2.4％に削減。
〇事務作業のDX化により、素牛導入・出荷作業を28.6％削減。
〇出荷牛の15.8％で肥育期間を1カ月短縮可能であり、給餌量削減の見込みが得られた。

4-22

★ ★

① ④ ⑤② ③ 取組等紹介動画

見回りロボットによる牛房監視 従業員のメガネ型表示装置の利用

死亡牛と緊急出荷牛の発生率（％）の比較
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慣行 実証
母牛（胎牛）の死亡事故率（％）の比較
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慣行 実証

出荷牛1頭あたりの素牛導入・出荷作業時間の比較

28.6％減少
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（時間／頭）

慣行 実証

実証品目 ５G（肉用牛）
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ハウス内環境の統合制御を活用した有機苗の安定生産による有機農業産地形成の実証

有機育苗 0.1ha　うち実証面積 0.1ha経 営 概 要

（有）かごしま有機生産組合（鹿児島県鹿児島市）実証成果

実証課題名

導入技術

有機苗供給割合50％増加、局所CO2施用により苗の乾物重5％増加、生産者の販売額3％増 等目　　標

問い合わせ先 （有）かごしま有機生産組合（Email：k-organic@chikyubatake.jp）

目標に対する達成状況

有機苗の供給量が増加
●局所CO2施用により、リーフレタスおよびキュウリの乾物重が40％
以上増加。根の乾物重増加による苗品質の向上

●苗の供給数が増加したこと等から、組合
員生産者の販売額は事業前から14％増加 
うち有機苗を供給した品目は11％増加

●有機苗を供給した組合員生産者に限定す
ると、販売額は事業前から21％増加　
うち有機苗を供給した品目は25％増加

●統合環境制御の導入により、灌水時間が導入前の約8％（約92％
減）、労働時間全体が約14％（約86％減）と大幅に削減

●ハウスと事務所の往来も減少し、ほぼ1名体制であったが、休暇の
確保も可能となった

●有機苗の供給量は、令和5年
度に11,677本となり、事業
前の約58倍に増加

●苗の全供給数は、令和5年度
に12,955本となり、事業前
の約1.5倍に増加

●全供給数に占める有機苗の
割合は事業前の2％から90％
に向上

局所CO2施用による苗品質の向上

生産者の販売額が増加労働時間を大幅に削減

1

導入技術の効果2

事業終了後の普及のための取組3
○実証課題終了後も、有機苗の供給量を増やし安定供給することで、周辺市町村も含めた有機野菜の産地形成の核となる施設として
今後も継続的に運用する。

○南薩地区や種子島地区でも本技術を導入し、有機苗を安定供給することで、有機野菜の産地形成・拡大を目指す。

〇有機苗の供給量は事業前の約58倍に増加
　有機苗供給割合も事業前の2％から90％に向上し目標達成
〇局所CO2施用により、リーフレタスおよびキュウリ苗の乾物重が40％以上増加し、目標を達成
〇組合員生産者の販売額が14％増となり目標達成
〇統合環境制御の導入により、灌水の時間が導入前の約8％（約92％減）
　労働時間全体が約14％（約86％減）と大幅に減少

①統合環境制御システム（自動換気、細霧発生、自動加温）、底面自動給水　
②CO2局所施用

★

育苗ハウス 局所CO2施用装置自動換気装置育苗状況 底面自動給水装置

局所CO2施用キュウリ苗

(百万円)

(百万円)
 0.3 1.68 0.72 0.00 0.00 0.44 0.75 0.78 0.31 5.02

 0.33 0.13 0.10 0.00 0.00 0.01 0.05 0.04 0.01 0.68
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キュウリ「Vロード」（n=10）
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作業項目 播種 灌水 換気 施肥 掃除 草刈 記録 その他 合計苗移動等

導入前

導入後

導入後/導入前
実証前 実証後 実証後実証前

実証品目 各種野菜苗（ナス等）

九

州

203


